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いつまでも健康で住み続けられる、住みたくなるまち

詳細は２～３ページ細は詳細 ２ ３ペ ジ
添田町二十歳のつどい

　　　　　　これまでの感謝と二十歳の自覚を胸にれこ　　　　　　　　　　　　

祝

二十歳
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１
月
７
日
、「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」の
会

場
と
な
っ
た
オ
ー
ク
ホ
ー
ル
は
、
20
歳
を

迎
え
た
皆
さ
ん
が
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し

た
友
人
や
恩
師
と
の
会
話
で
、
笑
顔
と
歓

声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

開
式
に
先
立
ち
、
昨
年
７
月
に
添
田
町

で
発
生
し
た
土
砂
災
害
被
災
者
に
、
そ
し

て
１
月
１
日
に
能
登
半
島
で
起
き
た
地
震

に
よ
る
被
災
者
に
対
し
出
席
者
全
員
で
黙

と
う
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
「
昨

年
ま
で
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
制
限
が
な
く

な
り
通
常
に
戻
り
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
能
登
半

島
地
震
な
ど
大
き
な
変
化
、
苦
し
み
、
悲

し
み
が
あ
る
世
の
中
で
す
が
、
今
こ
の
場

所
に
集
ま
っ
て
い
る
若
い
皆
さ
ん
な
ら
乗

り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
が

添
田
の
、
日
本
の
未
来
を
創
る
原
動
力
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
寺
西

町
長
が
激
励
。
ま
た
、中
学
時
代
の
恩
師
、

坂
本
尚
之
先
生
、
中
原
佐
知
子
先
生
や
来

賓
な
ど
か
ら
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら

れ
る
と
、
20
歳
を
迎
え
た
皆
さ
ん
は
静
か

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
恒
例
と
な
っ

た
中
学
時
代
な
ど
の
懐
か
し
い
写
真
の
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
上
映
で
は
当
時
を
懐
か
し

む
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
中
学
２
年
生
時
に

20
歳
に
な
っ
た
自
分
へ
向
け
て
書
い
た
手

紙
「
二
十
歳
の
キ
ミ
へ
」
を
加
藤
あ
み
さ

ん
（
下
落
合
）
が
「
将
来
の
夢
は
は
っ
き

り
と
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
動
物
を
と

お
し
て
気
づ
か
せ
て
も
ら
っ
た
優
し
い
気

持
ち
を
持
っ
て
他
の
人
に
接
し
て
い
る
自

分
で
い
れ
た
ら
、
そ
れ
が
一
番
だ
と
思
い

ま
す
」
と
読
み
上
げ
、
20
歳
代
表
の
田
邊

健
介
さ
ん
（
庄
西
）
が
「
今
日
の
感
動
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
心
に
刻
み
、
社
会
人
の

一
員
と
し
て
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
更
な

る
研
鑽
を
続
け
自
分
た
ち
の
夢
に
向
か
っ

て
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
き
ま
す
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
友
人
た
ち
と
写
真
を

撮
り
合
っ
た
り
、
思
い
出
話
を
し
た
り
し

て
旧
交
を
温
め
合
っ
て
い
ま
し
た
。

令和４年から成年年齢が18歳に引き下げられたことで、昨年
から「成人式」を 20歳の人を対象にした「二十歳のつどい」
として記念式典を実施。今年は該当者72人のうち、晴れ着な
どで華やかに装った49人が式典に臨みました。

ハタチを迎えた72人を祝う

二十歳のつどい

◉「二十歳のつどい」フォトレポート
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1～3開式前の様子＿4町内での
土砂災害と能登半島地震の被災者へ
黙とうする出席者＿5～7・14～
19式典終了後、会場玄関で友人たち
と記念写真を撮り合う皆さん＿89
メッセージを贈る坂本先生と中原先
生＿10二十歳のキミへを朗読する加
藤さん＿11代表で謝辞を述べる田邊
さん＿12開式の挨拶をする寺西町長
＿13二十歳の皆さんへ激励の言葉を
送る株式会社山口油屋福太郎の樋口
元信社長。今年も20歳を迎えた皆さ
んのお祝いにめんべい１箱をいただ
きました
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【 所得税に関する問い合わせ／田川税務署個人課税部門 ☎ 44-0430 】 【 町県民税に関する問い合わせ／役場住民課税務・滞納対策係 ☎ 82-1234 】

　９時～16時（土・日・祝日は除く）

■ 役場では２月25日日９時～16時に申告を受け付けます

役場での受付期間 >>> 2月16日金～3月15日金
申告会場　  役場１階特１会議室

９時～16時（土・日・祝日は除く）

田川税務署
申告会場　 田川税務署（田川市）

　　での受付期間 >>> 2月16日金～3月15日金

　今年も税の申告が始まります。障害年金や遺族年金を受給し
ている人、収入がなく扶養になっている人も申告が必要な場合
がありますので、期間中に役場で申告を行ってください。

令和５年分

　税の申告と聞けば難しいイメージを持たれていませんか。「令和５年中に収入があったが、どう申告し
ていいか分からない」、「収入は無いけど申告しなくてはいけないの」など、申告に迷う人は次のフロー
チャートで申告が必要か、確認ください。申告が必要なときは、その方法や必要書類など役場住民課税務・
滞納対策係まで気軽に相談ください。

●申告前にまずチェック！申告が必要か確認を！！

確定申告

◎ 収入がない、または遺族・障害年金などの非課税収入のみのとき
▷添田町在住の親族の税法上の扶養になっている
▷誰の扶養にもなっていない
▷町外居住の親族の扶養になっている

◎ 営業、農業、不動産、譲渡所得などがあるとき
▷所得金額より控除金額が多い（所得税が課税されない）とき
▷所得金額より控除金額が少ない（所得税が課税される）とき

◎ 主に年金収入のとき
▷年金収入のみで扶養控除や医療費控除など控除の追加がない
▷年金収入が400万円以下で年金以外の所得が20万円以下

▷年金収入のみで扶養控除や医療費控除など控除を追加する
▷年金収入が400万円を超える
▷年金収入以外の所得が20万円を超える

◎ 主に給与収入のとき
▷給与収入が１か所のみで、年末調整が終わっている
▷給与収入以外の所得が20万円以下
▷年末調整をしていない　▷年末調整から控除などの変更、追加がある
▷２か所以上から給与収入がある　▷給与収入が2,000万円以上　
▷給与収入があり、給与以外の所得が20万円を超える　など

申告不要

役場、税務署で確定申告

役場で住民税申告

申告不要
役場で住民税申告

役場、税務署で確定申告

役場、税務署で確定申告

申告不要

役場で住民税申告

役場で住民税申告

●申告期間・会場の確認を！青色申告は税務署で！！

▶入場整理券を配布します。配布状況によっては、後  
　日の来場をお願いする場合があります
▶ 37.5度以上の発熱がある場合は、来場をお控えくだ
　さい
▶電子申告や郵送提出にご協力をお願いします
▶青色申告や上場株式等に係る損益通算の繰越控除な
　どがある人は、田川税務署で申告をしてください。
　また、田川税務署で不動産の売却や贈与税の申告相
　談を希望する人は、期間中の火曜日から金曜日（要
　事前予約：☎44-0430）の間にお越しください。

●申告前の書類チェック！早めの用意をお願いします！！

  ■ 所得税の確定申告や住民税申告のときに必要なもの　

■ インターネットで確定申告がおすすめです
　インターネット環境がある人は、国税庁ホームペー
ジの「確定申告書等作成コーナー」を利用し、所得税
や消費税の申告書・青色申告決算書などを自分で簡単
に作成できます。また、そのままe-Tax(国税電子申告・
納税システム )で送信することもできます。
※スマートフォンとマイナンバーカードがあれば
　　　　ＩＣカードリーダライタは不要です。詳
　　　　しくは国税庁ホームページで確認くださ
　　　　い。

■ 納税には振替納税やスマホアプリ納付を
　所得税などの納付は、振替日に指定の預貯金口座か
ら自動引き落としされる振替納税が簡単、便利、安全
です。一度手続きすれば、来年以降の納付も継続して
利用できます。新たに振替納税を利用する場合は、預
貯金口座振替依頼書をオンライン、または書面で納付
の期限までに田川税務署に提出してください。
　また、スマホアプリ納付は専用サイトから普段利用
しているＰａｙ払いを選択して納付できます。

▶給与や公的年金の源泉徴収票など収入のわかるもの
▶営業や農業所得などの収支内訳書　
▶生命保険料や地震保険料の控除証明書　
▶障害者控除を受ける人は障害者手帳などの証明
▶寄附金控除を受ける人は領収書や受領書

▶医療費控除を受ける人は医療費明細書や領収書（補
　てんされた金額のわかるもの）
※事前の集計をお願いします。　
▶マイナンバーカードや通知カード
▶申告する本人名義の通帳など口座番号のわかるもの

令和６年１月１日現在、添田町に住民票がある

はい

いいえ

令
和
５
年
１
月
か
ら
12
月
の
間
の
主
な
収
入
は
？

令和６年１月１日現在、住民票が
ある市町村で申告してください

※申告が不要の場合でも税証明が必要な人、国民健康保険、後期高齢者医療保険に加入している人は住民税申告が必要
です。

税電子申告
。
ば
詳
さ

利
貯
の

し

今
てい
があ
て
が

給

↑確定申告書作成コーナーはコチラから
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まちからのお知らせ＆情報

後期高齢者医療保険加入者の皆さんへ

受診を希望する人はお早めに

年に一度は
健康診査を受けましょう

後 期高齢者医療広域連合では、被
保険者を対象に健康診査を実施

しています。令和５年４月末現在の被
保険者には令和５年５月上旬までに、
令和５年５月以降に75歳になった人に
は誕生月に受診票を送付しています。健康診査実
施医療機関がわからないときや受診票の再発行が
必要なときは問い合わせください。
◉受診期限　３月31日㈰　
◉負担金　500円
◉持参品　受診票、被保険者証またはマイナンバー
　カード
※被保険者証の代わりにマイナンバーカードが利
用できるのは、マイナンバーカードを被保険者証
として利用できる医療機関に限ります。
問 福岡県後期高齢者医療広域連合お問い合わせ
　 センター（☎ 092-651-3111）

医療費通知は
２月中旬に発送します

福 岡県後期高齢者医療広域連合
では、健康や医療に対する認

識を深めていただくため年３回（７・
11・２月）医療費通知を発行してい
ます。令和５年８月～11月診療分の
医療費通知の発送は２月中旬です。
通知は、被保険者本人の住所（送付先変更を行っ
ている場合を除く）に圧着はがきで送付します。
※通知作成日時点で亡くなっている人には発送さ
れませんが、手続きにより相続人代表者に発行す
ることができます。
※医療機関からの情報受け渡しのタイミングによ
り、通知に記載されていないことがあります。確
定申告の医療費控除の明細書として使用する場合
は、領収書などに基づき内容を追加してください。
問 福岡県後期高齢者医療広域連合お問い合わせ　 
　 センター（☎ 092-651-3111）
 　役場住民課保険年金係（☎82-5966）

20 歳になる誕生月に日本年金機構から国民
年金加入の通知、基礎年金番号通知書、

国民年金保険料納付案内書が同時に送付されます。
基礎年金番号通知書は生涯使用しますので大切に
保管してください。なお、国民年金保険料の納付
が困難な場合は「保険料免除制度」や「学生納付
特例制度」の申請手続きをおすすめします。申請
を行わないまま保険料が未納になっていると、将
来の年金額の減額や障害年金の申請要件を満たさ
なくなるなどの思わぬ事態を招きますので注意し
てください。また、免除申請の手続きは代理人で
も可能ですが、窓口で代理人
に対して本人確認を行います
ので、免許証などの本人確認
ができるものを持参してくだ
さい。
【保険料免除制度】
　「申請者本人」や「申請者の配偶者、世帯主」など
の前年所得が定められた基準に該当することが必
要です。
▶申請に必要なもの　▷年金手帳または納付書な
　ど基礎年金番号の分かるもの　
※失業を理由にする場合は、雇用保険被保険者離
職票や雇用保険受給資格者証（いずれもコピー可）
なども必要です。
【学生納付特例制度】
　学生本人の前年所得が128万円以下の場合、20
歳の誕生月から翌年３月まで保険料納付が猶予さ
れます。今年度は、誕生月から令和６年３月まで
が免除対象期間となります。それ以降継続して免
除する場合は令和６年４月以降に役場に来庁し手
続きをお願いします。
▶申請に必要なもの　▷基礎年金番号通知書　　
　▷学生証（コピー可）または在学期間の分かる
　証明書　
※学生証は在学期間が明記されているものでない
と申請できません。また、通学して
いる学校によっては免除の対象外と
なる可能性もあります。
問 役場住民課保険年金係
　 （☎ 82-5966）
　 直方年金事務所
 　（☎ 0949-22-0891）

　　　 学生の猶予や免除制度もあります

20歳になった皆さんへ
国民年金の手続きをお忘れなくしょう

被
施
被

に

明記されているものでない
た、通学して
除の対象外と
。
金係

1）

保健だより

血糖値と糖尿病を知ろう！
　健康診断などで「血糖値が高い」と指摘されたことはありませんか。血糖値が高い
状態が続くと、糖尿病を発症する可能性が高くなります。糖尿病はさまざまな合併症
を引き起こすことが知られていますが、血糖値をコントロールできれば合併症を予防
することができます。この機会に血糖値を知り、糖尿病を予防しましょう。

　血液中のブドウ糖（グルコース）の濃度のことです。
糖尿病の気のない人は、食前・食後含めて血糖値が約
70～140mg/dl の範囲で変動します。
【健康診断でわかる血糖値】
◉空腹時血糖値
　10時間以上食事をとっていない状態で測定した、血

　血糖値スパイクとは、糖質が多いものを早食いする
などで血糖値が急上昇（140mg/dl 以上）後に急降下す
ることで、隠れ糖尿病とも言われます。日常的に血糖
値スパイクを繰り返すと、血糖値を抑えるインスリン
を作る膵

すいぞう

臓を酷使するため機能の低下につながります。
また、肥満や加齢などによっても血糖値が下がりにく

問 役場健康子育て応援課健康・子ども保健係（☎31-5001）

　糖値のことです。基準値は100mg/dl 未満で、糖尿
　病の診断基準値は 126mg/dl 以上です。
◉HbA1c（ヘモグロビンエーワンシー）
　過去１～２か月程度の平均血糖値の状態を反映した
　数値のことです。正常範囲値は4.6～6.2％で、6.5％
　以上は糖尿病が疑われます。

くなり空腹時血糖
値やHbA1cの数値
が上がっていきま
す。健康診断では
見つかりにくいた
め注意が必要です。

◆糖尿病とは・・・

◆血糖値スパイクに注意！

◆血糖値とは・・・

参考文献／薗田憲司（血糖おじさん）「”血糖値”を制して脂肪を落とす！」

◉「血糖値が高い」人は要注意です！！

　①インスリン分泌障害（膵臓からのインスリン分泌
が不足）②インスリン抵抗性（インスリンが出ていて
も効きにくい）の両方、またはどちらかで細胞が糖を
正常に取り込めなくなり、高血糖が続く病気のことで

す。糖尿病を長期間放置してしまうと、血管が傷つき、
眼・腎臓・神経などの合併症を引き起こします。しか
し、放置せずに通院を続けて治療をし、血糖コントロー
ルをすれば、怖くない病気です。

未満 糖

１型糖尿病
ある日突然インスリンを出す膵臓のβ細胞が
破壊されて発症し、インスリンの注射が必要に
なります。原因は不明で、生活習慣との関連はあ
りません。糖尿病患者全体の約５％で若い世代に
多い傾向があります。

２型糖尿病
遺伝的因子や偏った食事・運動不足・スト
レスなどの生活習慣、肥満、加齢による膵
臓の機能低下などの因子が合わさって発症します。
　糖尿病患者全体の約90％以上を占め、40歳以上
　の中高年に多い傾向があります。

妊娠糖尿病
糖尿病までに至らない軽い糖代謝異常のことで、
妊娠中に初めて発見、または発症します。胎
盤から出るホルモンなどが影響しています。

その他の糖尿病
膵臓自体の疾患や肝疾患などの臓器の
疾患、遺伝子異常、薬剤性、感染症など
の影響で発症します。

４つの
糖尿病

ど

参

で、
胎

ト
膵
症します。
40歳以上

に
はあ
代に
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そえだ公民館冬休み子ども講座

花の意味を学びながら正月飾りを作製
町立児童館クリスマスフェスタ

マジックやバルーンで大満足の１日に

↑ピーちゃんのマジックショーに大興奮の児童たち ↑同じ花を使ってもそれぞれに個性のある正月飾りができました

12月28日、お
正月の花飾りを
作るフラワーア
レンジメント教
室がオークホー
ルで開かれまし
た。講師にＫ’ｓ
フラワーデザイ
ン（株）の吉田
宏司さんを迎え、
小学生８人が寒さに耐えるところから歳

さいかんさんゆう

寒三友とよばれ、
めでたいものとして慶事に使われる松・竹・梅などを思
い思いにアレンジメント。素敵な正月飾りができました。

アメリカ大リーグ大谷翔平選手グローブ寄贈

大谷選手のグローブで「野球しようぜ！！」

↑太田校長先生から渡されたグローブを披露する児童

　メジャーリー
ガーの大谷翔平
選手から贈られ
たグローブが添
田町内４つの小
学校に届き、各
小学校で贈呈式
が行われました。
真木小学校では
始業式の後に贈
呈式が行われ、全校生徒の前で送られた３つのグローブ
を使い児童代表の３人がキャッチボールを行いました。
児童は「軽くて使いやすい」と笑顔で話していました。

添田町消防出初式

消防団が防災・減災への決意を新たに

↑退団に際し町長から感謝状を贈呈された八嶋前４分団長㊧

　１月７日、そ
えだドームで令
和６年添田町消
防出初式が行わ
れました。新型
コロナに伴う行
動制限がなくな
り、多くの来賓
に見守られなが
ら行われた今年
の出初式は、146人の団員が参加。分列行進などを行った
後、表彰や入退団の辞令交付が行われました。式典後は
４分団員による小型ポンプの展示操法も披露されました。

まちの話題
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

My Town Topics 問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82‐4000）

12月23日、町
立児童館でクリ
スマスフェスタ
が開かれました。
図書館虹の会に
よるパネルシア
ター「牛

うしかた

方と山
んば」、ピエロの
ピーちゃんを招
いてのマジック
ショー＆バルーンアートなど幼児から楽しめる企画が催
されました。最後はトトロやポケモンのバルーンがもら
えるじゃんけん大会で会場は大盛り上がりでした。
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　町はお二人の寄附を原資に「添田町佐藤知也給付型奨学金」、「添田町中山麻子給付型奨学金」とし
て返済義務のない給付型の奨学金制度を創設しました。これは町独自の制度としては近隣では類を見
ない奨学金制度で、これまで16人の生徒に給付し、既に６人の奨学生が卒業を迎え、この支援を心に
刻みつつ、社会人として多方面で活躍しています。

大正８年８月25日生／令和５年５月28日逝去　満103歳
昭和９年　添田小学校第１回「給仕」拝命
昭和12年　八幡製鉄所入所
昭和18年　臨時召集により佐世保海兵団海軍主計二等水兵
昭和21年　日本生命保険相互会社福岡支社入社
昭和53年　同社大阪保険代理社　常務取締役福岡営業部長
平成26年～　添田町立図書館、添田小、中学校への多数の図書寄贈
平成27年、28年　町へ10,000,000円、計20,000,000円の寄附

昭和10年１月20日生
昭和34年　順天堂大学医学部卒業、九州大学医学部付属病院実地修練
昭和35年　九州大学医学部産婦人科学教室副手
　　　　　佐賀県立病院好生館産婦人科勤務
昭和38年　福岡市立西新病院産婦人科勤務
昭和42年　中山産婦人科医院開業　同院長
昭和49年～　福岡県立田川商業高校学校医（平成19年３月の同校閉校まで）
令和３年　町へ20,000,000円の寄附

佐藤知也氏の功績・経歴の概要

中山麻子氏の功績・経歴の概要

寄附金を原資とした奨学金制度の創設

佐藤知也氏 中山麻子氏に
添田町名誉公民の称号を贈呈
　令和５年第３回定例会において議会の同意を賜り、町に多額の寄附を行うことで、ふるさ
と添田の子どもたちを力強く支援し、添田町の教育振興、発展に多大なる貢献をいただいた
佐藤知也様、中山麻子様に添田町名誉公民の称号が１月13日、役場で執り行われた名誉公民
贈呈式で贈呈されました。贈呈式には令和５年５月にご逝去された佐藤知也様の甥にあたる
小黒克明様と中山麻子様、中山様のご子息の中山雅晴様が出席され、町議会議員や町教育委
員など来賓に見守られるなか、寺西町長より名誉公民証書と名誉公民章が贈呈されました。

私の好きな一文字作品展・新春お抹茶の宴

国指定重要文化財で書道と茶道が融合

↑個性豊かな57字が展示㊤、お茶を楽しむ皆さん㊦

　１月17日から
２月４日まで国
指定重要文化財
中島家住宅で、
私の好きな一文
字作品展が開か
れました。「笑」
「愛」「光」など、
色紙に力強く書
かれた文字を茶
の間に展示。また21日には、表千家茶道教授の清水十六
子さん（町三）による新春お抹茶の宴が開かれ、訪れたた
くさんの人たちが本格的なおもてなしを受けていました。

文化芸術による子供育成推進事業

自由な発想で個性あふれる作品が完成

↑夢中になって粘土をこね作品を制作する児童たち

12月20日、落
合小学校で文化
庁から派遣され
た彫刻家の神

かんべ

戸
峰
みねお

男さんら４人
を講師に迎え、
彫
ちょうそ

塑教室が行わ
れました。講師
に見守られなが
ら自由な発想で
粘土をこね、思い思いの作品を制作した児童たち。教室
の最後に神戸さんは「夢中で時間を忘れてできることを
大切にしてほしい」とメッセージを送っていました。



  地域貢献活動で流失した橋を復旧
    清水丸源建設株式会社　感謝状贈呈式

まちのホットNews

  一羽入魂！目指せ１回戦突破！！
    添田中学校バドミントン部新人戦県大会出場

↑感謝状を手にする清水丸源建設（株）清水社長㊧と寺西町長㊨

　令和５年７月の豪雨で床版２枚が流失し通行不
能となっていた野田地区クアハウス「ハピネス」
前の彦山川に架かる広畑橋を、近隣で河川工事を
行っていた清水丸源建設（株）が復旧架設を行い、
寺西町長から同社清水宣髙社長に感謝状が贈られ
ました。生活道路として利用される広畑橋の復旧
は地元野田地区から要望が町に出されており、そ
れを知った同社が地域貢献活動として無償で工事
を行いました。感謝状贈呈式で寺西町長から感謝

を伝えられた清水社長は「今
後も工事を通して、地域に貢
献していきたい」と笑顔で話
してくれました。

↑部員は２年生13人、１年生３人の計16人。レギュラー争いも熾
しれつ

烈です

　１月23日、令和５年12月に行われた筑豊地区中
学校新人体育大会で添田中バドミントン部が２位
を獲得し、２月10日に福岡市で行われる県大会へ
の出場を決めたことを寺西町長へ報告しました。
新人戦では初の県大会出場で、キャプテンの２年
生加藤さんは「夏の大会を含め団体戦では１度も
勝てていないので、１回戦突破を目標に練習した
いです」と寺西町長に力強く抱負を述べました。

広報そえだ（令和６年２月号）　10

文
芸
歳
時
記

◉
３
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

２
月
15
日
㈭
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
４
０
０
０
）

【
短
歌　
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災
害
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画
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知
る
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明
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と
な
る
定
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ぞ
虚
し　

櫻
木
マ
サ
子

真
夜
中
に
突
然
ひ
び
く
鍋
ぶ
た
の

　
　
　

落
ち
た
る
音
に
ひ
と
り
で
笑
う　

独
活
山
強
実

要
ら
ん
こ
と
思
い
出
す
夜
そ
う
あ
れ
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良
く
も
悪
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も
純
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だ
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直

看
護
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ふ
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指
パ
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若
き
日
妻
の
手
の
や
さ
し
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柳
瀬　

一
徳

春
立
ち
ぬ
梅
を
愛
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た
る
君
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逝
き

　
　
　
　
　

香
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残
し
て
古
都
に
誘

い
ざ
な

ふ　

西
村　

宗
雪

【
俳
句　

投
稿
】

口
に
袖
ゆ
く
人
多
し
十
二
月　
　
　
　
　

寺
本　

紀
子

久
女
碑
や
奉
幣
殿
は
淑
気
満
つ　
　
　
　

伊
勢
村　

稔

風
船
や
親
も
子
も
な
く
追
ひ
か
け
る　
　

島
津
余
史
衣

風
花
や
ビ
ス
タ
ラ
イ
ン
に
天
守
閣　
　
　

伊
井
寸
美
子

ふ
か
ふ
か
の
土
を
寄
せ
た
る
葱
畑　
　
　

山
本　

仁
恵

空
洞
を
さ
ら
す
冬
木
の
幹
太　
　
　
　
　

天
野
ユ
キ
海

初
氷
陽
射
し
の
と
ど
く
文
机　
　
　
　
　

立
花　

克
明

七
草
も
鏡
開
き
も
つ
つ
が
な
く　
　
　
　

柳
瀬　

満
子

【
川
柳　

投
稿
】

平
和
こ
そ
人
類
み
ん
な
の
宝
物　
　
　
　

原
田
祥
二
郎

脳
ト
レ
に
今
夜
の
料
理
考
え
る　
　
　
　

原
田　

順
子

問 役場商工観光振興課歴史文化財係（☎82-1236）歴まちコラム　～歴史と文化のふる里探訪～

や
応
援
す
る
こ
と
を
「
判
官
び
い

き
」と
い
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

義
経
は
残
さ
れ
た
史
料
が
少

な
く
、
現
在
語
り
継
が
れ

て
い
る
イ
メ
ー
ジ
の
多
く
は
後
世

に
創
作
さ
れ
た『
義ぎ

け
い
き

経
記
』（
室
町

時
代
・
作
者
不
詳
）と
い
う
物
語
に

よ
る
も
の
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
歌
舞
伎
や
能

な
ど
の
伝
統
芸
能
に
は
義
経
に
関

連
す
る
作
品
が
数
多
く
創
作
さ
れ
、

例
え
ば
歌
舞
伎
の
『
勧か

ん
じ
ん
ち
ょ
う

進
帳
』
や

『
義
経
千
本
桜
』、
能
の
『
安あ

た
か宅

』、

『
鞍く

ら
ま馬

天て
ん
ぐ狗

』な
ど
が
あ
り
、
こ
れ

ら
の
作
品
に
よ
っ
て
も
義
経
の
イ

メ
ー
ジ
が
形
作
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
な
か
で
も
『
鞍
馬
天
狗
』
に

は「
英
彦
山
の
豊
前
坊
」と
い
う
セ

リ
フ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
物
語
は

京
都
の
鞍
馬
山
に
住
む
大
天
狗
と
、

そ
れ
に
お
供
す
る
７
人
の
天
狗
が

牛
若
丸（
義
経
）へ
平
家
打
倒
の
た

め
に
剣
術
を
教
え
る
と
い
う
内
容

で
す
。
大
天
狗
の
お
供
と
し
て
英

彦
山
に
住
む
天
狗（
豊
前
坊
天
狗
）

の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
人

び
と
に
と
っ
て
全
国
各
地
に
天
狗

伝
承
が
あ
る
中
で
も
、
英
彦
山
に

住
む
豊
前
坊
天
狗
は
平
家
を
倒
し
、

ヒ
ー
ロ
ー
と
な
る
義
経
に
剣
術
を

伝
授
で
き
る
ほ
ど
特
別
な
力
を
持

つ
天
狗
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
で
し
ょ
う
。
こ
の

こ
と
は
能
の
演
目『
大
江
山
』で
英

彦
山
の
山
伏
に
変
装
し
た
金
太
郎

が
鬼
退
治
で
き
た
よ
う
に
、
人
び

と
に
と
っ
て
英
彦
山
と
は
何
か
し

ら
不
思
議
な
力
を
持
つ
魅
力
的
な

山
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
示
す
事
例
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

鎌
倉
幕
府
初
代
将
軍
、
源

み
な
も
と
の
よ
り
と
も

頼
朝
の
弟
、
源
義よ

し
つ
ね経

。
時
代
に
翻
弄

さ
れ
、
悲
し
い
最
期
を
迎
え
た
義
経
に
関
連
す
る
史
料
は
少
な
い
も
の
の

歌
舞
伎
や
能
な
ど
の
伝
統
芸
能
で
は
数
多
く
の
作
品
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
義
経
に
関
す
る
作
品
に
登
場
す
る
英
彦
山
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ん
は「
判ほ

う
が
ん官

び
い
き
」と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。
弱
い
者
や
勝
負

事
の
敗
者
、
不
運
の
者
た
ち
に
同

情
し
て
、
応
援
や
手
助
け
を
す
る

こ
と
で
す
。
言
葉
の
由
来
は
、
源

義
経
と
い
わ
れ
て
お
り
、「
判
官
」

と
は
義
経
が
就
い
て
い
た
役
職
名

の
こ
と
で
す
。
義
経
は
壇だ

ん
の
う
ら

ノ
浦
の

戦
い（
山
口
県
下
関
市
）な
ど
で
平

家
を
追
討
し
、
鎌
倉
幕
府
の
成
立

に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
が
、
鎌

倉
幕
府
初
代
将
軍
で
兄
で
も
あ
る

頼
朝
か
ら
攻
め
立
て
ら
れ
、
頼
り

に
し
て
い
た
藤ふ

じ
わ
ら
の
や
す
ひ
ら

原
泰
衡
に
も
裏
切

ら
れ
、
つ
い
に
は
自
ら
命
を
絶
つ

ま
で
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
世

間
は
周
囲
の
裏
切
り
に
よ
り
悲
し

い
結
末
を
迎
え
た
義
経
に
同
情
し
、

そ
こ
か
ら
立
場
の
弱
い
者
に
味
方

鞍
馬
天
狗
に
も
登
場

不
思
議
な
力
を
持
つ
英
彦
山

【文・西山紘二学芸員（商工観光振興課歴史文化財係）】

弄い
も
の
の
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木村 一
いつる

蕗 ちゃん 
２月７日生 ❷・添田東

宝物のような存在です。元気に
のびのびと育ってね！愛してる
よ。

２月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

未就学児のお子さんの写真を募集します

①お子さんの写真　②お子さんの氏名　③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　⑥行政区　⑦メッセージ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先をＥメールで送信してください。
役場総務課窓口でも受け付けています。

koho@town.soeda.fukuoka.jp
問 役場総務課広報・秘書係（☎82-4000）

送信先

３月生まれの
締め切りは、

２月15日㈭です。

★みそ作り ▷21日13時～
★衣類交換「どーぞ！」ウィーク ▷19日～ 24日
★サークル「めだかっこ」（毎週火曜日）

　▷13日／虹の会読み聞かせ　▷20日／ペッタンアー
　ト　▷27日／おひなさま製作
★サークル「おんぶに抱っこ」（毎週金曜日）

　▷９日／虹の会読み聞かせ　▷16日／親子健康教室・
　おっぱい相談
★ベビーサークル「あっぷっぷ」

▷14日　▷28日／虹の会読み聞かせ
★マタニティサークル「ポコ・ア・ポコ」

　▷８日
≪３月の予告≫
★親子エアロビクス ▷１日
★講演会「赤ちゃんを災害から守るために～小さな命

　を守るための母乳とミルクのお話～」 ▷６日
※詳しくは「おんぶにだっこ通信」をご確認ください。
問 添田町地域子育て支援センター（☎85-0888）

★ 作★★
日

地域子育て支援センター

　　　２月の予定

↑彦山川に架かる広畑橋
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相
談

英
彦
山
ス
ロ
ー
プ
カ
ー

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

「
緑
の
教
室
」
受
講
者
募
集

声で伝える音訳を知るための学習会

13　広報そえだ（令和６年２月号）

教育のひろば

問 教育委員会学校教育課学校教育係（☎ 82-5963）

　1月 9日各小学校で、始業式終了後に全校生
徒の前で「大谷グローブ」が校長先生からお披露
目されました。届けられた3個にも意味がある
そうです。１つは右利き高学年用、もう１つは
右利き低学年用、3つめは左利き用。この3つ
を加えてみんなで野球をしてほしいといったコ
ンセプトになっています。添田町から世界へ羽
ばたく野球選手が出ると嬉しいですね。

←校長先生が代
　表児童に贈呈
　しました

人
、
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科
／
定
員

15
人

▼
対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
求
職
を
申
し
込

　

み
し
て
い
る
人

▼
受
講
料　

無
料
（
教
科
書
・
作
業

　

着
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
募
集
期
限　

３
月
７
日
㈭

▼
入
所
選
考　

３
月
13
日
㈬
／
筆
記

　

お
よ
び
面
接

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
９
８
８
）

　

田
川
・
小
竹
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
令
和
６
年
度
施
設
内
職
業
訓
練

生
（
４
月
入
校
生
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
試
験
日　

３
月
25
日
㈪
／
筆
記
お

　

よ
び
面
接

▼
募
集
期
間　

２
月
13
日
㈫
〜
３
月

15
日
㈮

▼
募
集
科　

▽
田
川

　

校
＝
電
気
工
事
科
、

　

自
動
車
整
備
科
、

　

木
工
家
具
科
、
エ

　

ク
ス
テ
リ
ア
左
官

　

科
、
O
A
事
務
科

　

▽
小
竹
校
＝
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
、

　

自
動
車
整
備
科
、
機
械
加
工
エ
ン

　

ジ
ニ
ア
科
、
建
築
科
、
デ
ザ
イ
ン

　

塗
装
科
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
科

※
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
備

▼
と
き　

３
月
17
日
㈰

　

９
時
開
会
（
受
付
８
時
45
分
〜
）

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
体
育
館

▼
参
加
資
格　

町
内
在
住
者
・
在
職

　

者
、
ま
た
は
町
内
体
育
施
設
で
活

　

動
を
行
っ
て
い
る
人

▼
コ
ー
ス　

①
A
コ
ー
ス
（
上
級
者
）

②
B
コ
ー
ス（
中
級
者
）　

③
C
コ

　

ー
ス（
初
級
者
）　

④
D
コ
ー
ス（
小

　

学
生
な
ど
）

▼
参
加
費

無
料

▼
申
込
方
法

社
会
教
育
課
社
会
教

　

育
係
に
申
込
用
紙
を
提
出

▼
申
込
期
限　

３
月
11
日
㈪

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教

育
係
（
☎
82
―
２
５
５
９
）

　

離
職
な
ど
で
再
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
専
門
知
識
や
技
能
を

学
ぶ
６
か
月
間
の
訓
練
で
す
。

▼
訓
練
期
間　

４
月
３
日
㈬
〜
９
月

30
日
㈪

▼
訓
練
科
名　

機
械
C
A
D
オ
ペ
レ

　

ー
シ
ョ
ン
科
／
定
員
12
人
、
ビ
ル

　

管
理
技
術
科
／
定
員
15
人
、
住
宅

　

リ
フ
ォ
ー
ム
C
A
D
技
術
科
／
定

　

員
15
人
、
建
設
機
械
科
／
定
員
15

え
て
い
る
募
集
要
項
ま
た
は
職
業
訓

練
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

w
w
w.fukuoka-kunren.ac.

jp

）で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
立
田
川
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
44
―
１
６
７
６
）

福
岡
県
立
小
竹
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
０
９
４
９
―
62
―
６
４
４
１
）

　

樹
木
・

庭
木
の
育

て
方
や
管

理
の
基
礎

知
識
な
ど

を
座
学
で
学
ぶ
「
緑
の
教
室
」
の
受

講
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き　

４
月
〜
12
月
（
５
月
を
除

　

く
）
の
原
則
第
３
ま
た
は
第
４
日

　

曜
日
（
全
８
回
）　

①
9
時
30
分
〜

12
時　

②
13
時
30
分
〜
16
時　

③

　

動
画
受
講

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

県
内
在
住
で
、
年
間
を

　

通
じ
て
出
席
で
き
る
人

▼
定
員　

①
・
②
・
③
各
50
人

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
間　

２
月
16
日
㈮
〜
３
月

19
日
㈫

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
３
―
72
―
１
１
９
３
）

　

郷
土
史
に
関
心
の
あ
る
人
、
一
緒

に
学
習
し
ま
せ
ん
か
。

▼
活
動
日　

毎
月
第

　

３
金
曜
日
13
時
〜

15
時
（
８
月
・
12

　

月
・
１
月
は
休
講
）

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

問
添
田
町
郷
土
史
会
会
長
寺
本
さ
ん

（
☎
82
―
０
８
６
７
）

▼
時
給

950
円
〜
（
交
通
費
別
途
支

　

給
）

▼
業
務
内
容　

主
に

　

接
客
業
務
。
英
彦

　

山
ス
ロ
ー
プ
カ
ー
・

　

英
彦
山
花
園
に
関

　

わ
る
業
務

▼
勤
務
時
間　

９
時
か
ら
17
時
ま
で

　

の
間
の
５
時
間
程
度

▼
応
募
資
格

18
歳
以
上
で
普
通
自

　

動
車
免
許
を
所
持
し
て
い
る
人

▼
採
用
人
数　

若
干
名

※
経
験
不
問
で
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
英
彦
山
ス
ロ
ー
プ
カ
ー

（
☎
85
―
０
３
７
５
）

解
雇
・
雇
止
め
集
中
相
談
会

募
集

Information くらしに役立つ情報満載

添
田
町
郷
土
史
会
会
員
募
集

困
り
ご
と
無
料
相
談
会

　

相
談
員
が
子
育
て
や
家
族
の
悩
み

な
ど
の
困
り
ご
と
を
聞
き
、
解
決
に

向
け
て
一
緒
に
考
え
、
必
要
な
支
援
・

手
続
き
に
つ
な
ぐ
な
ど
の
相
談
支
援

を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

２
月
15
日
㈭
10
時
30
分
〜

12
時
、
13
時
〜
14
時
30
分
／
要
事

　

前
予
約

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
役
場

問
福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
務
所

（
☎
44
―
８
６
3
１
）

子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス

（
☎
44
―
８
６
１
２
）

▼
と
き　

２
月
16
日

　

㈮
13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク

　

ホ
ー
ル

※
事
前
に
予
約
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
役
場
福
祉
環
境
課
福
祉
・
障
が
い

者
支
援
係
（
☎
82
―
１
２
３
２
）

　

労
働
者
や
事
業
主
が
抱
え
て
い
る

解
雇
、
雇
止
め
、
そ
の
他
労
働
問
題

に
関
す
る
相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

相
談
内
容
に
応
じ
て
弁
護
士
相
談
も

連
携
し
て
行
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
1
人
で
悩
ま
ず
ま

ず
は
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

２
月
20
日
㈫
、
21
日
㈬
９

　

時
〜
20
時
（
受
付
は
両
日
と
も
19

時
30
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支

　

援
事
務
所
（
飯
塚
市
）

▼
対
象
者　

労
働
者
、

　

事
業
主

▼
相
談
方
法　

電
話

　

ま
た
は
面
談
／
予

　

約
優
先

問
福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
１
１
４
９
）

　

労
使
交
渉
が
進
展
し
な
い
、
使
用

者
か
ら
不
当
な
取
り
扱
い
を
受
け
た

な
ど
、
労
働
組
合
と
使
用
者
と
の
労

働
問
題
解
決
へ
の
あ
っ
せ
ん
の
申
請
、

不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
て
は
、
福

岡
県
労
働
委
員
会
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
従
業
員
の
解
雇
や
賃
金
未
払

い
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
労

働
者
個
人
と
使
用
者
と
の
労
働
問
題

の
相
談
、
あ
っ
せ
ん
は
筑
豊
労
働
者

支
援
事
務
所
（
☎
０
９
４
８
―
22
ー

１
１
４
９
）
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
労
働
委
員
会
事
務
局
調
整

課
（
☎
092
―
643
―
３
９
８
０
）

★町立図書館ボランティア養成講座  参加者募集中★

　音訳の基本的な技術や読み方の基礎を学ぶ学習会です。
音訳に関心のある人は、ぜひ参加ください。
◆とき ２月20日㈫ 10時30分～12時
◆ところ 町立図書館
◆講師　中川千草さん（声のボラン
　ティアサークル「ひまわり」会長）
◆定員 12人／先着順
問 添田町立図書館（☎82-4800）

公
共
職
業
訓
練
生
（
４
月
生
）

を
募
集
し
ま
す

町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
募
集

　１月１日に発生した「令和６年能登半島地震」に
より、甚大な被害が発生しています。このため町で
は、被災地への支援として災害義援金の募集を行っ
ています。
　お寄せいただいた義援金は、日本赤十字社を通じ
て、被災地全域を対象とする被災者支援のために使
われます。皆さまのご支援・ご協力をお願いします。

◆募金箱設置場所
役場１階ロビー（住民課③番窓
　口前）
※町社会福祉協議会でも、そえだ
ジョイとクアハウスハピネスに募
金箱を設置しています。
問 役場総務課総務係（☎82-1231）

令和６年能登半島地震災害義援金を募集しています

あ
る
人

一
緒

ホ

ル

福
岡
県
公
共
職
業
訓
練
の

施
設
内
訓
練
生
募
集

㈰

5
分
〜
）

大
会

無
料
法
律
出
張
相
談
会

者
、

話予

労
使
関
係
で
困
っ
た
と
き
は

労
働
委
員
会
を
利
用
く
だ
さ
い

←パネルを作成
　し校内に飾っ
　ています

↑みんなで記念
　撮影しました

【豆知識♪】
　大谷選手は高校時代の恩師の
影響で中村天風さんの本を愛読
していたそうです。町立図書館
にも中村天風さんの本がありま
す。この本には大谷選手の名言
が他にも書かれています！一度
読んでみませんか。最後に大谷
選手の名言を紹介します。
『いい時も悪い時もあったけど、それを含めて
楽しめた。』どんなときも前向きな姿勢が表れ
ている言葉ですね。

添田小学校

落合小学校

中元寺小学校

各小学校にグローブが３個

大谷翔平選手ありがとう‼

中村天風その人生
と名言／中村天風
財団協力（宝島社）



▼
対
象　

一
般
お
よ
び
高
校
生

▼
入
場
料　

無
料

※
参
加
校
な
ど
詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
く
だ
さ
い
。

問
公
益
財
団
法
人
市
立
大
学
通
信
教

育
協
会

（
☎
03
―
３
８
１
８
―
３
８
７
０
）

▼
と
き　

２
月
23

　

日
㈮
19
時
〜
21

　

時
（
18
時
30
分

　

開
場
）

▼
と
こ
ろ　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ

　

モ
ン

▼
出
演
者　

陸
上
自
衛
隊
飯
塚
駐
屯

　

地
音
楽
部
、
第
４
音
楽
隊
お
よ
び

　

小
倉
駐
屯
地
「
小
倉
ひ
び
き
太
鼓
」

▼
と
き　

２
月
24
日
㈯
14
時
〜
17
時

▼
と
こ
ろ　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ

　

モ
ン

▼
内
容　

①
基
調
講
演
／
講
師
＝
藤

　

田
光
一
氏
（
国
立
研
究
開
発
法
人

　

土
木
研
究
所
理
事
長
）　
②
パ
ネ
ル

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
遠
賀
川
の

　

未
来
〜
み
ん
な
で
流
域
治
水
〜
」　

▼
入
場
料　

無
料

問
遠
賀
川
河
川
事
務
所
流
域
治
水
課

（
☎
０
９
４
９
―
22
―
１
８
３
０
）

　

田
川
市
立
病
院
で
は
、
毎
月
１
回
、

田
川
地
域
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
生
活

　

国
指
定
重
要

文
化
財
中
島
家

住
宅
に
、
人
形

研
究
家
瀬
下
嘉

浩
さ
ん
監
修
の

雛
人
形
を
展
示

し
ま
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ

い
。

▼
開
催
期
間　

２
月
21
日
㈬
〜
３
月

10
日
㈰
10
時
〜
16
時

※
月
曜
日
と
火
曜
日
は
休
館
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

国
指
定
重
要
文
化
財
中

　

島
家
住
宅

広報そえだ（令和６年２月号）　1415　広報そえだ（令和６年２月号）

　

在
1
人
暮
ら
し
の
人　

②
令
和
５

　

年
12
月
31
日
ま
で
に
身
体
障
が
い

　

者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
を
取
得

　

し
た
人

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

２
月
20
日
㈫

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
82
―
２
６
０
０
）

　

大
学
通
信
教
育
を
実
施
し
て
い
る

大
学
・
大
学
院
・
短
期
大
学
が
合
同

で
入
学
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
申
し
込
み
不
要
、
入
退
場
自
由
で

す
。

▼
と
き　

２
月
17
日
㈯
11
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ

T
K
P
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ

　

ー
ル
（
福
岡
市
）

▼
入
場
料　

無
料

※
客
席
は
先
着
順

で
す
。
満
席
の
場

合
は
入
場
を
お
断

り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
陸
上
自
衛
隊
飯
塚
駐
屯
地
広
報
室

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
７
６
５
１
）

　

遠
賀
川
の
こ
れ
ま
で
の
水
害
、
河

川
改
修
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
気
候

変
動
に
対
応
し
た
遠
賀
川
の
流
域
づ

く
り
に
向
け
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

▼
入
館
料　

無
料　

問
添
田
町
活
性
化
推
進
協
議
会
廣
田

さ
ん

（
☎
090
―
１
８
７
５
―
３
１
１
１
）

　

好
評
の
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
ハ
イ
ク
」

を
実
施
し
ま
す
。
初
め
て
の
参
加
も

大
歓
迎
で
す
。

▼
と
き　

３
月
18
日
㈪
、
19
日
㈫
の

　

う
ち
い
ず
れ
か
１
日
／
10
時
出
発

　

〜
16
時
到
着
予
定

※
行
政
区
ご
と
に
日
に
ち
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。

▼
行
先

飯
塚
セ
ン
ト
ラ
ル
劇
場（
大

衆
演
劇
）
ほ
か

※
昼
食
、
買
い
物
も
行
い
ま
す
。

▼
対
象
者　

①
昭
和
24
年
12
月
31
日

　

以
前
に
生
ま
れ
た
75
歳
以
上
の
現

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
（
敬
称
略
）

●人　口　8,510 人（ー21人）
●男　性　4,026 人（ー12人）
●女　性　4,484 人（ー９人）
●世帯数　4,428世帯（ー８世帯）

人の動き 12月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　２月20日㈫、３月５日㈫
●補聴器相談（役場ロビー）
　２月14日㈬（13時～）、３月８日㈮（15時～）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　２月13日㈫、３月12日㈫
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　２月13日㈫（10時～）、２月22日㈭（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍手
　保健福祉環境事務所／予約制）
　３月６日㈬（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増進
　 課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

警察署からのお知らせ
●地震、そのときに備えて！
【日頃からの心得】　①非常時に必要なものをそろ
える②タンスや本棚などが倒れないように固定す
る③家族で非常時の役割分担を決める④避難場所、
避難経路、家族との連絡方法を確認する
【地震が発生したら】　①慌てず、まずは身の安全
を確保する②周りの人と互いに声を掛け合う③丈
夫な机などの下に身を隠す④慌てて外に飛び出さ
ない
【地震の揺れが収まったら】　①火の元を確かめる
②テレビやラジオで地震・津波情報をよく聞く③
持ち物は最小限にして徒歩で避難する④正しい情
報を聞いて行動する

問 田川警察署（☎42-0110）

12月の事故発生状況   （　）内は昨年同月比
種　類 発生件数 今年の累計

　物件事故 12（＋11） 169
　人身事故 ２（＋２） 16
　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 ４（＋４） 19

●出生　１ 人
●死亡　12 人
●転入　11 人
●転出　21 人

納期限のお知らせ
●２月29日㈭が納期限です
　▷国民健康保険税（８期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎ 82-1234）
　▷後期高齢者医療保険料（８期）
問 役場住民課保険年金係（☎82-5966）
※口座振替日は２月26日㈪です

お
知
ら
せ

春
期
大
学
通
信
教
育

合
同
入
学
説
明
会

Information くらしに役立つ情報満載

社
会
福
祉
協
議
会
主
催

ふ
れ
あ
い
バ
ス
ハ
イ
ク

　３月 30
年に開園して以来、69年間で 3410人の卒園生を送り出しまし
た。閉園日当日は園を開放し、使っていた品々を展示します。
卒園生の皆さん、懐かしい幼稚園に遊びに来て、一緒に思い
出を振り返りませんか。皆さんの来園をお待ちしています。
◆とき 3月17日㈰ 13時～15時
◆ところ 宮城幼稚園
問 宮城幼稚園（☎82-2210）

習
慣
予
防
を
中
心
と
し
た
日
々
の
健

康
管
理
に
役
立
つ
内
容
を
お
話
し
す

る
健
康
講
座
を

行
っ
て
い
ま
す
。

講
座
終
了
後
に

リ
ハ
ビ
リ
の
お

悩
み
相
談
な
ど

も
実
施
中
で
す
。

▼
と
き　

２
月
14
日
㈬
、
３
月
14
日

　

㈭　

い
ず
れ
も
11
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
市
立
病
院
２
階
講

　

堂
▼
講
座
内
容　

▽
２
月
14
日
＝
「
早

　

期
に
取
り
組
む
低
栄
養
予
防
の
食

　

事
」
▽
３
月
14
日
＝
「
関
節
の
痛

　

み
と
上
手
に
付
き
合
う
に
は
」

▼
参
加
費　

無
料
／
申
し
込
み
不
要

問
田
川
市
立
病
院

　
（
☎
44
―
２
１
０
０
）

〇
添
田
町
へ

▼
災
害
義
援
金　

▽
株
式
会
社
J
R

　

博
多
シ
テ
ィ　

18
万
３
４
８
９
円

　

▽
ツ
イ
キ
ャ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
出

　

落
ち
・
オ
ブ
・
ナ
イ
ツ

遠
賀
川
流
域
治
水

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

【
１
月
12
日
㈮
開
催　

総
会
審
議
結
果
】

▼
農
地
法
第
３
条
に
か
か
る
所
有
権
の
移
転

　

・
・
・
２
件
／
面
積
６
０
３
７
㎡
を
許
可

※
令
和
６
年
３
月
開
催
の
総
会
に
か
か
る
農
地
申
請
の

締
め
切
り
は
、
２
月
26
日
㈪
で
す
。

【
農
業
委
員
退
任
の
お
知
ら
せ
】

　

木
戸
則
夫
さ
ん
（
中
津
野
）
が
令
和
５
年
12
月
13
日

付
け
で
農
業
委
員
を
退
任
し
ま
し
た
。
木
戸
さ
ん
に
は
、

長
年
の
活
動
や
貢
献
に
対
し
福
岡
県
農
業
会
議
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

問
添
田
町
農
業
委
員
会
（
☎
82
―
１
２
３
７
）

の日

農業委員会報告

希望する人はお早めに

新型コロナワクチンの
無料接種は３月までです
　国の方針に基づき令和５年
度は、特例臨時接種の実施期
間を延長して新型コロナウイ
ルス感染症のワクチン接種を
無料で実施しています。無料
での接種は、令和６年３月で終了とな
りますので、接種を希望する人は早め
に予約をお願いします。
◉２月・３月のワクチン接種
▶接種場所　町内医療機関
▶予約方法 LINE、Web、電話
▶接種費用 無料
▶接種期限　令和６年３月30日㈯
※乳幼児および小児のワクチン接種は
電話で受け付けています。

問 添田町ワクチンコールセンター　
　 （☎ 31-5000 ／平日９時～17時）
　 役場健康子育て応援課健康・子ども
　 保健係（☎ 31-5001）

福岡県最低賃金が
改定されました

　特定最低賃金に該当しない産業は、
福岡県最低賃金（１時間941円）が適
用されます。詳しくは問い合わせくだ
さい。
問 福岡労働局労働基準部監督課賃金室
　（☎092-411-4578）

地域別最低賃金
（効力発生日：令和５年10月６日）

福岡県最低賃金 １時間９４１円

特定最低賃金
（効力発生日：令和５年12月10日）

製鉄業、鉄鋼・製鋼圧延業、
鋼材製造業 １時間１，０５３円

電子部品・デバイス・電
子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業

１時間１，０１９円

自動車（新車）小売業 １時間１，０２８円

輸送用機械器具製造業 １時間１，０２９円

百貨店、総合スーパー １時間９４５円

福岡労働局からのお知らせ

中
島
家
住
宅　

桃
の
節
句

「
受
け
継
が
れ
ゆ
く
雛
人
形
展
」

陸
上
自
衛
隊
飯
塚
駐
屯
地

「
音
楽
の
夕
べ
」

５年
施期
ウイ
種を
無料

田
川
市
立
病
院

み
ん
な
の
健
康
講
座

パ
ノ
ラ
マ
田
川

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽
故
安
藤
肇
（
下
落

　

合
）
▽
故
中
嶋
幸
惠
（
上
中
元
寺
）

　

▽
故
下
田
八
千
代
（
下
中
元
寺
）　

　

▽
故
中
野
純
子
（
添
田
中
）
▽
故

　

中
野
泰
（
添
田
西
）　

　
　
　
（
令
和
６
年
１
月
15
日
現
在
）

。。4
日
㈬
、

4
日

３月 30

宮城幼稚園が69年の歴史に幕

閉園に際し思い出を共有しませんか



１
月
17
日
、
行
政
区
長

会
会
長
の
谷
区
長
、
役
員

の
藤
川
区
長
か
ら
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
へ
の
見

舞
金
を
頂
き
ま
し
た
。
添
田
町
で
も
豪
雨
災
害

時
に
は
各
所
か
ら
お
見
舞
い
を
頂
い
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
恩
返
し
と
言
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
や
今
な

お
避
難
生
活
等
行
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
役
場
入

り
口
で
見
舞
い
金
の
ご
協
力
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
▼
１
月
は
、

こ
れ
ま
で
も
大
規
模
な
地
震
が
お
き
て
い
ま
す
。

29
年
前
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
１
月
17
日
で

あ
り
、
今
回
の
１
月
１
日
能
登
半
島
地
震
で
す
。

▼
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
自
然
災
害
の
地

震
、
予
知
に
向
け
懸
命
な
努
力
を
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
対
応
は
難
し
い
よ
う
で
す
。
添
田

町
も
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
を
事
前
に
察
知

し
、
早
め
の
避
難
を
呼
び
か
け
よ
う
と
の
こ
と

で
、
落
合
地
区
で
セ
ン
サ
ー
を
設
置
す
る
な
ど

そ
の
デ
ー
タ
の
収
集
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
十

分
な
状
況
で
は
無
く
一
端
終
了
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
▼
事
前
予
知
が
難
し
い
中
、
起
こ
っ

た
と
き
の
避
難
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
今

回
で
は
、
普
段
の
計
画
的
な
避
難
訓
練
行
動
等

が
役
に
立
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
避
難

行
動
、
避
難
所
で
の
対
応
等
、
常
々
言
わ
れ
て

い
ま
す
よ
う
に
多
く
の
皆
様
の
支
援
は
元
よ
り
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
結
び
つ
き
、
絆
が
必
要
で
す
。

▼
添
田
町
も
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

必
要
だ
と
「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
▼
言
葉
の
意
味
は
、
町
だ
け
が
建

物
を
建
て
る
な
ど
で
「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
」

を
行
う
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
常
が
楽
し
く

令
和
３
年
５
月
号

そ
え
だ

2021

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

広報

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

平
成
28
年
２
月
号

そ
え
だ

広報

２

令
和
６
年
２
月
号

2024

助
け
合
っ
て
生
活
す
る
。
い
ざ
と
い
う
時
に
助

け
合
え
る
関
係
が
「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
」

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
▼
気
遣
う
前
に
自
分
が

気
遣
わ
れ
る
立
場
で
あ
り
、
何
も
出
来
な
い
と

思
わ
れ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
地
域
で
集
い
お
話
し
す
る
中
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
の
中
で
出
来
る
こ
と
、
気

遣
う
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
あ
な
た
に
も
出

来
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
日
常
は
、
煩
わ
し

さ
が
先
立
ち
み
ん
な
の
輪
の
中
に
入
る
こ
と
を

躊
躇
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
▼

各
地
区
で
は
行
政
区
長
さ
ん
が
色
々
工
夫
し
先

頭
に
立
っ
て
地
域
を
ま
と
め
て
頂
い
て
い
ま
す
。

▼
伊
原
行
政
区
で
は
、
茶
の
み
場
を
設
け
た
り
、

地
域
の
出
来
事
な
ど
を
書
い
た
通
信
を
発
行
し

回
覧
板
で
回
し
て
い
ま
す
。
様
子
が
よ
く
分
か

り
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
も
い
ろ
ん
な
事
で
気
を

配
っ
て
い
ま
す
。
初
め
て
は
中
々
入
れ
な
い
、

受
け
入
れ
て
貰
え
な
い
の
で
は
な
ど
と
躊
躇
し

て
い
る
方
は
ま
ず
は
行
政
区
長
さ
ん
に
立
ち
話

し
で
も
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。「
じ
ゃ

あ
明
日
の
集
ま
り
に
来
て
み
て
は
」
と
き
っ
と

言
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。▼
行
政
区
の
組
に
入
っ

て
「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
践
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
と
し
て
も
出
来
る
事

は
し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
ま
す
。
▼
今
回
の
能

登
半
島
地
震
で
再
度
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で

す
。
絆
で
結
ぶ
「
ま
ち
づ
く
り｣

、
ま
さ
し
く

そ
の
中
心
に
い
る
の
は
皆
さ
ん
で
す
。
▼
改
め

て
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
方
々
に
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
被
災
し
今
な
お
避
難
生
活
を
送
ら
れ
て

い
る
皆
さ
ん
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一

日
も
早
い
復
旧
復
興
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

家族の健康や今年の豊作を願って フォトレポート

◉火災に関する情報は☎ 42-0119で確認ください。 ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています。

上
中
元
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１月13日と14日、健康や豊作を祈願する新年の風物詩「鬼
火たき」が町内の各地区で行われました。鬼火たきは地

区によってはどんど焼きとも呼ばれ、竹のやぐらの中に地区の
皆さんが持ち寄ったしめ飾りなどを入れ燃やします。このとき
に鳴る「パンパン」という大きな音をたててはじける竹の音が
「鬼」を追い払い、無病息災や厄難消除などの御利益をもたら
すといわれ、皆さんは、家族の健康や今年の豊作を願いながら、
燃え上がる炎を見守っていました。

鬼
火
た
き

下
落
合

町二
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